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【動機】

アリジゴクの排泄は近年発見されたばかりで捕食・排泄・蛹化との関係を調べた研究は行われて
いない。昨年度の調査で捕食量が変態に影響を及ぼすことをほのめかす結果を得ることは出来た
が、結論につながる明確な結果を示すことが出来なかった。そこで本研究では、クロコウスバカ
ゲロウの齢を特定することで蛹化の臨界サイズを明確にして、捕食量が蛹化や羽化に与える影響
について明らかにすることを目的とした。

【方法】

頭部幅は脱皮時のみに変化し、齢の判断に用いられる。採集した114個体の頭部幅の分布から齢の
判断基準を検証した。給餌実験では、給餌条件を毎日給餌区と無給餌区の2つの実験区に分け、3
齢40個体と2齢20個体、合計60個体の毎週の計測を含む実験記録と、飼育室の気温と湿度、実験
期間における気象条件に着目し、脱皮、蛹化、羽化のタイミングとの関連を検証した。

【結果】

齢特定の個体調査では頭部幅をヒストグラムにしたところ0.1～1.03㎜、1.1～1.79㎜、1.83～2.41
㎜で3つの齢に分けられた。実験中で2齢個体が脱皮した際、脱皮後の頭部の幅が3齢と一致した。
蛹化した個体のうち、蛹化直前の体重は0.055～0.154ｇであった。蛹化する直前の体重が0.07ｇ
以上だった個体は全て羽化に成功している。また、個体が蛹化した日の前後で降水やそれに伴う
実験室内の湿度の上昇が見られた。

【まとめ】

本研究の結果、蛹化の臨界サイズと考えられる体重は0.055ｇ以上で、羽化の成功率を高めるには
0.07ｇ以上必要であることが分かった。また、蛹化や羽化のタイミングと気象条件に関連が見ら
れることから、アリジゴクは降水によって湿度が高くなる時期に蛹化することで生存率を上げ、
一斉に羽化できるよう蛹期間を調節することで、繁殖の機会を増やしていると考えられる。

【展望】



今後は臨界サイズと蛹化率の検証を行い、羽化につなげる飼育方法を確立し、未だ解明されてい
ない幼虫時での雌雄の判別基準を特定したいと考えている。また、毎年実験で変色死が見られる
ことから、その原因と考えられているエンテロバクターの殺虫性蛋白質にもついても調べて、生
態解明への糸口を見つけたい。
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